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中

マ
で
ある。
それ
なの
に、
不
思
鵠

な社
会
常事
国ビルマ
とオl
ウェ

論
壇
活
性
化
の
た
め
に

編
集
者
は
労
惜
し
む
な

般
近の
受
羅誌
に
かんして
痛

感
するこ
とは、
編
集
が
あま
りに

も画一
的
で
あるこ
とだ。
今
月

は、
どの
雑器
をめ
くっ
て

も大関

航空機事
件とロッ
キ
ード判決
が

メイン
に
なっ
てい
る。
だが、
前

者につ
いては、
新聞や一
般
の
週

刊
誌
を」
んざ
ん酷い
た
あとなの

で、
よほ
どユニ
ー
ク
な
観
点
な

り、
新しい
情報
なりが出てい
な

けれ
ば二
番
煎じ
の
感
は
否
め
な

い。
し
か
も、
事件につ
いての
決

定的
な
世は
解けてい
ない
の
だか

ら、
な
お
さらワンパ
ターン
の絹

認は
遜けるべ
きだと
思っ。
後
者

につ
いては、
主型輸
笹山
の
発
売

自
がm－
ロ判決
以前
なので
内
容

的に
とっして
も隔
靴店拙
淳（
かっ

か
そう
さつ）
の
感が
ある。

齢四位活
性化の
ため
に
も、
や
は

り銅
山持者は、
調
民者
とレて
とる

べ
者努
を倍
しむべ
きでは
なか
ろ

う。た
とえ
ば、
来
年はい
よい
よジ
ル
をつ
なぐ
さつな文認
が論
祖母に

s
l
ジ・
オl
ウェ
ル
が予
測
した
現れ
ない
の
は
な
ぜだろ
う、
な
ど

「一
九
八四
年」
で
ある。
ォ1
ウ
と考えてい
た－hdフン
グ1ン
で
聡

エ
ル
モ間べ
て
みる
と、
後
の若
き
国
閣
僚魁殺京
体
が起こっ
た。
来

日のビル
マ
体
験
は「一
九
八四
月は、
またこの恋
件が
テlマ
に

年」
に
とっ
て
も
欠かせない
テ！
なるだろ
うが、
齢
壇誌には、
事
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説得性に富んだ提言

毘主司、書芳子J
’ー・凶...... ー司，

」王手乙3露三

情報問題としても論ム抜群

論
点「
対
ソ迎・一－一つ
の
行
動原

則」
（
路君ノ）
がも
っとも説
得

性に
岱
んでい
る。
高
坂は
第一

に、
「
対立
関係
を危院
なもの
と

し
ない
さつ、
短
備
管理が不可
欠

の
重
要性
を持つ」
といい、
第こ

には、
「
世
界の
各
地で
ソ迎に
チ

伴の後
追い
ではなく、
時
代の
先・
ャ
ン
ス
を与
えない
さつに
する
こ

取
りを期待したい。

と」
つ
ま
り、
「
紛争の原
因を除

オl
ウェ
ル
と
い
え
ば、
藤
村
去
する
ための
非E
g的努力」
の

信
が「ポーラン
ド〈一
九八
四

軍曹性経拐さ、
第三には
ソ迎
と

年〉」
（
世
界）
そ岱いて「ポ
l
コ
ミュ
ニ
ケーショ
ン
を保つ
こ
と

ラン
ドの
出来
事はオl
ウェ
ル
の
の
必要
性を強
調してい
る。
つ
ま

「一
九
八四
年』
をまさに
山内
剖商
リm
注
意
探い
デタン
ト
政策U

に象
徴しま
す」
と語っ
ている。
こ
そ対
ソ行助の
原則で
あるべ
き

政
治エ
リ
ート、
官
僚エ
リー
だ
とい
うの
だ。
こ
うした高
坂の

自患

令頁

雄

ト、
g
部、
警察
とい
う四つ
の
支

配
集団
が
支える共
産党
控裁権力

下のポーランド
の
現
実を「
オl

ウェ
ル
の
世
界」
その
も
の
と
レ

て
描く藤
村の鑑は、
印象
的だっ

た。『
注
意
深
い
デ
タ
ン
ト

政
策
』

の
必
要
を
強
調

さて、
大韓
航空機
窃件につ
い

ての鈴
悶た
が、
わが国
の
対
ソ政

策
として
儲
じたも
のの
な
かで

は、
先月に
も
触れ
た高坂正
尭の

富彦・函梶野

提言
を「
甘い」
介混判
する簡
も

多い
だ
るつが、
私はや
は
リ妥当

な
綬鈴
だ

と考える。

高坂のい
う第二
点は、
梅油
和

郎「
極
東
ソ述軍の
指箔系
統と行

動」
（
経済
往来）
が、
ソ述国
防

窓
機関
紙「
赤い
星』
の七月
十六

日
付論
文「南朝
鮮
llぺ
ン
タゴ

ンの
按
謹一
地
ll」
を
紹
介しつ

つ、
「
ソ速につ
け
込む「スキ」

を与
えぬ
償
鼠な
配慮が欲
し
かっ

た」
と
述べ
てい
る
点
とも一
致し

よ
う。
い
ず
れ
に
せ
よ、
鴨
武
彦

会
会民に
なっ
て
叩

rk

釜
¢
をグ，
MMLDに

い
る一
九四
八
年
『

誌

も息切れ
せぬ
窓

生まれの
作家。
h

LE
ga－－トJ
hb
？
？
ト，
長

引き一以は対
人
i量
E
t－－b
L

カだが、
明面の

立像や
陣夜の
裸婦中
心に、
コ
ス

彼女の
釜術は
師の
世
界の
会
面
的
独創より
察官さと頑
張
りが
原
空気や
光の
表現にまだ不自然言

チュ
1ム
像
と否
定回わせた二
十

的吸収ぞ旨晃し、
その自
己消
動力
で、
他に
脱
出鏑
は
あ
るつ
が
あり、
これ
は絵の具の
不透明

一
点の
発表。
これ
らは
奇
をて
ら
化
と洗練の
努力
か量ね、
生まれ
か。

度か
とも
尽っ。
（
寺田
千
盤）

わぬポ
lズだが、
女
性らしい
柔
て
来る
表
現
を待つ
とい
う
態寓た

見通しは
多難だが、
資蛍を大

マ
笹戸
千路子展H
銀鹿3ノ
m

らかい
触
覚的感
性の
流露
する
畏
か
ら、
作品

が佐藤芸術の
長短距』
切にし、
佐藤的ポ
lズの

表情や
現
代彫刻セン
ター、
日月ロ日ま

し
4hかある。
が、
その
肉付けや
自
然
とスケール
小守」く反映
する
絵岡伎な
どか
らの
解放
と
個性の
で
立ニ

望調
鹿目
銀
嬰oノ
9北

調
子は
どこ
かで
見たこ
とが
ある
こ
と
に
も
な
っ
ている。
とす
る
確
立、
成熟
を見守
りたい。
ポ
l

辰四郎、
沼田まで
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「
綴
戦
略輸の
政無
的
級綻」
（
世
を
掠めた
自
動化シ
ステムに
潜ん

潤「
探釧・
庖門
一

経済特
別区乏行
題」
（
賄容ノ
Yの
なかの見
方と

界）
もい
う
さつに、
「
この
悲劇
でい
る
危院な落
と
し穴」
とレて
く」
〈エ
コノ
ミス
ト・
十月十一
も一
致しているP余座
陪安
「
香

的
な事
件は、
しの
ぎ
そけずる
米
語っ
て
いる。
一
方、
日
米の
防衛
白号）
は、
中
国
の
開放経済体制
港の行方」
（
自・日）
が寄浴の
帰

ソ綴
錦鉱
賄争のまさに
交錯
する
当
局に
よる
情報操
作の
問題とレ
へ
の移行に期待しつつ
も「
それ
越を「南北行」
とい
う在来の部

地点で
起きた」
こ
と
そ忘れては
て
も鈴じていて、
「
完
全
な情報
は
逆

に寄港（
及びその
背後の
資
僑商人集団に焦点
を当てて
除じ

な
るまい。
在日臨
国人の
趨密勉
コ
ン
トロ
ールの時
代に
生
きてい
本
主義
体制）
に
より漂
釧、
広
東
た興味
漂いレ
ポートで
あり、
私

と李
儲は、
座
鞍会「
K
AL機
怒
る」
こ
との自
覚
を
喚起
してい
省、
ひいては

中国金一
体が取り
込
も思わ
ず目
を見抜っ
たもので
あ

墜事件
を
考える」
（自
由）
で、
る。

まれてい
く過程か
もレれ
ない」
っ
た。

「
韓
国
では
われ
われ
が世

界各国

国
際
間四では、
容港
返還
問題

と述
べ
て
い
る。
この点
は私の

（
東

外大教授、
国

際関係
論）

に
ご
迷
惑をかけ
たとい
う気持ち

も危漉
なテlマ
で
あAJ
う。
西
川
「
英中の
向床
興
事・
密港返還
問・

が
ありま
す」
（
也）
といい、
ま

た、
この
g件
を艶機に「
純国は

岱
国
強
兵
を
や
るべ
き
だ
とい
う

考
え
方
は
と
る
べ
きで
は
ない」

（
李〉
と揺っ
てい
る。
ラン
グl

ン
事件に
もつ
ながる
食危な意見

だ
とい
え
さっ。

自
動
化、
ツ
ス
テ
ム
に
ひ

そ
ん
で
い
る
落
と
し
穴

一
方、
大韓機事
件
を情報問題

とレて
酷じたものの
なかでは、

柳田邦
男の「
大胆

航空機事件を

冷静に
見る
眼」
（
新潮
ぬ＋）
が

や
は
り抜
群で
あっ
た。
柳田は、

スパ
イ飛
行脱そし
り
ぞけ、
「
ナ

プ・
ス
イッ
チ」
ミスの可
能性を

酷じてい
るの
だが、
それ
が｝「
高

度なエ
レ
クトロニ
クス技
術の粋

rtJ 銅剣、
銅自
に始ま
リ、
館、
金
制

仏、
刀のつ
ば、
茶がま、
させる

な
ど三百一－一十点そ展示。
法隆
寺

献納
玄物「
金銅溜一川崎」
な
ど国

室、
位向型

文化財が
多数
出品され

てい
る。

一
方「モ
ダニ
ズムの
工芸家た

割以京国
立慨物館（
上
野）
の「
臼
ち」
民は、
高村の
ほか政
矢岡伎

本の
金エ」
（
十一
月二
十七日ま
良、

大須賀話、
山

崎叫太郎
らこ

で）。
他方は昭和初
期に、
当時
十人の作品百十三点で、
内藤委

の
文学美術
に彫
師油
彩受けて、
作
治
の「
壁
面へ
の時
計」
の
さつ

わが閣の
金民工
芸に
的
役絞っ
家
窓臓に目ざめた工
芸
叩筋
そ起
に今日でも
斬新な
印紋の忠匠
も

た二
つ
のユニ
1
クな
展
覧会が、
こ
レた高村
盟周
らの
伊品
を旧民間
あリ、
一
つの
時代を
レの
ば
せ

期
せ
ずして
都
内二
つ
の
国立
慨
した
東京
国立近

代串弱
飽工
芸怨
る。

物、
美術
館で
聞かれてい
る。

おの
丸）
の「モ
ダニ
ズムのエ

肉
蓉治「同
苗への時計」

一
つ
は
弥
生時代か
ら
明
治初期
芸家た

ちl金エ
モ申心
とレて」
句

に
至る
金工の
歴
史を、
時代
を特
（
十二
月四
日まで）。

・山内

徴づける
作品に
よっ
て
と『一りえた

この
うち「
日
本の
金工」
で
は
…

' 
，＿.， ，市内俗世

『会答者濯江頁儲J
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金
工
に
的
を
絞
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
展
覧
会
ニ
つ
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